
便009 年(
平成21年)

2/25 あ だ ち 広報
第1556 号

● 発行/ 足立区　● 編集/ 広報課
〒120- 8510　足立区中央本町1- 17- 1
代表番号 　3880- 5111
区長へのファクス　FAX3880- 5678
区長へのメール
voi ce@ci t y. adachi . t okyo. j p
足立区ホームページアドレス
ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

足立区ホームページ携帯向け
サイトへの二次元コードです

区のイベント、手続き等の案内は、お問い合わせコールあだちへ(毎日・午前8時～午後7時) 　3880- 0039　FAX3880- 0041

毎月10日・25日発行( 1 月は1 日・25日)
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今号の
主な内容

2
～
5
面

会話が弾む 郷土博物館( 1 面の績き)、花めぐ

リバス… 2 面/ 安心・便利な保育サービ ス… 4

面/ 民営自転車等駐車場設置助成制度… 5 面

6
・
7
面

20年度児童・生徒褒賞 区長褒賞
および教育委員会褒賞、防災・緑
化対策 生け垣を作って一石二鳥

8
～
11

面

21年度特別区職員採用試験日程… 8 面/ 催
し物… 9・10面/ 輝けあだち人(水野宗榴さ

ん)、区政Q&A( ガラスの被害対策)… 11面

12
面

皆さんのビジネスを応援しま
す 創業支援施設入居者新規
募集

3 月15 日 (日)
あだち
ス プリングフ

ェスタ

リニュ ー アル
オ

ー
プ

ン

郷

土
博 物 館

新しい郷土博物館は、見て、触つ
て楽しめる博物館に変わります。2
面では、学芸員のわたしたちが

館内の鑠孑をご紹9 します。

桜の時期に合わせて、3 月15日から4 月6 日まで「あだち
スプリングフェスタ」と題して、親子で楽しめる講座など、
春を感じられるイベントを区内各所で行います。

あだち広報では、今号と次号( 3 月10日号) でその内容を
お知らせします。今号では、3 月15日にリニューアルオープ
ンする郷土博物館のオープン記念イベントを紹介します。

葦

立
ち

2
0年
の
区
内
刑
法
犯
認
知
件
数

に
つ
い
て
警
視
庁
か
ら
の
速
報
に

よ
る
と
、
足
立
区
は
1
万
1
千
3
9
0

件
と
、
都
内
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
を
更

新
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
区

内
4
警
察
署
を
は
じ
め
、
区
民
の

皆
様
に
も
多
大
な
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
ー
ウ
ィ

ン
ド
ウ
ズ
運
動
や
ワ
ン
チ
ャ
リ
・

ツ
ー
ロ
ッ
ク
作
戦
に
取
り
組
ん
で

き
た
だ
け
に
、
私
ど
も
の
力
が
及

ば
ず
、
大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て

お
り
ま
す
◆
し
か
し
な
が
ら
、
一

筋
の
光
明
も
差
し
込
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
1
9年
の
認
知
件
数
と

比
較
す
る
と
1
千
3
3
1
件
、
率
に
し

て
1
0・
5
%
の
減
少
と
な
り
、
減

少
数
が
都
内
で
最
大
と
な
っ
た
こ

と
で
す
。
ま
た
、
自
転
車
の
盗
難

数
も
2
6
7
件
、
7
。
3
%の減
少
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
、
地

域
の
皆
様
や
関
係
団
体
の
ご
協
力

の
下
、
繰
り
広
げ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
、
町
会
・
自
治
会
単
位
で
積
極

的
に
行
っ
て
い
た
だ
い
た
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
の
協
働
の
成
果
と
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
◆
運
動

は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
2
1

年
度
は
特
に
綾
瀬
地
域
を
モ
デ

ル
地
区
に
指
定
し
、
集
中
的
な
取

り
組
み
を
行
い
、
更
に
実
を
挙
げ

て
い
き
た
い
と
計
画
中
で
す
。
暗

い
ニ
ュ
ー
ス
が
続
く
昨
今
だ
か
ら

こ
そ
「
足
立
の
街
は
明
る
く
、
安

全
に
美
し
く
!
」
を
め
ざ
し
て
、

新
し
い
年
度
も
区
民
の
皆
様
と
心

を
一
つ
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

足
立
区長
　
近
藤
や
よ
い

東京都24時間医療機関案内「ひまわり」 　5272- 0303
※ 医 療 機 関 ・診 療 時 間 な ど の情 報 を い つ で もお 知 ら せ し てい ます。

( HP) ht t p: / /www. hi mawar i . met ro. t okvo. j p/
(携帯) ht t p: / /www. hi mawar i . met ro. t okyo. j p/ kt /
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会話
が弾む

郷土博物館
～楽しみながら、体験して学ぼう～

郷
土
博
物
館
の
外
観
。東
渕
江
庭
園

も
歩
き
や
す
く
改
修
し
ま
し
た

▲ おばけ煙突は200分の1 の大
きさで復元。この角度から見
ると、4本ある煙突が2 本に見 え

ます

昭
和
3
0年
代
末
の
都
営
住
宅
の
室
内
。
ま
る
で

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
気
分
に
な
る
ほ
ど
リ
ア

ル
に
再
現

千
住
の
青
物
市
場
「
や
っ
ち
ゃ

場
」の
問
屋
店
先
。
5
m
以
上
の

幅
が
あ
っ
た
ヒ
ト
ミ
梁
と
呼
ば

れ
た
梁
な
ど
問
屋
間
口
を
再
現

1
階
に
は
資
料
に
触
っ
て

遊
べ
る
体
験
型
の
ス
ペ
ー

ス
が
あ
り
ま
す

▲ 本木ナスなど、区の地名が
ついた野菜が勢ぞろい

館内案内図

▼ 直径約110cmの「肥溜め」。
昭和40年代まで区内には
多く見られました

▲ 農家の模型も1 つ1 つ本物そっくりに
作ってあります

常設展示テ
ー マ

『江戸 ・ 東京の東郊
』

問い合わせ先= 郷土博物館
3620- 9393

3/15～4/6は入館無料! !

リニューアルオープン当日のイベント

休
館日
なし

リニューアルオープン当日の3
月15日は、郷土博物館で様々なイ
ベントを行います( 表1) 。
表1　 当日のイベント内容等

※ 記念品配布( 数量限定) や館内見学会
などもあり
※ 申し込み不要。当日直接会場へ
□ 施設案内
所在地=大谷田5- 20- 1開館
時間=午前9時～午後5時休園
日=月曜日(祝日の場合はその翌

日)入館料=高校生～69歳… 200
円( 毎月第2 ・3 土 曜 日は無 料公

開日) 問い合わせ先= 郷土博物
館 　3620- 9393
□ 交通- 亀有駅北口から東武バ
ス…八潮駅北口行き「足立郷土博
物館」下車、徒歩1 分/ 亀有駅北
口・綾瀬駅から東武バス…六ツ木
都住行き「東淵江庭園」下車、徒
歩4 分 ※ 駐車場あり

～あだち　　

花季行～ 花めぐりバス

3 月 28 日 ( 土) ・ 29日( 日)4 月 4 日 (土)・ 5 日( 日)の
4 日 間 限 定

周回コースなど、くわしくはあだち広報3 月10日号でお知らせします

「あだちスプリングフェスタ」を一層楽しんでも
らうため、区内の春の花の名所を、西側と東側の2
つのコースに分けてバスが走ります。「花めぐり手
形」を購入すれば乗り降り自由です。郷土博物館に
も止まるこの花めぐりバスに乗って、ぜひ足立の舂
を感じてみませんか? 問い合わせ先= 観光交流協
会事務局( 観光交流課内) 　3880- 5853

「あだちスプリングフェスタ」のほかのイベントは、3 月10
日号のあだち広報をご覧ください。3 月28日出 ・29日(日)

に舎人公園で行われる 「春の花火と千本桜まつり」を中心
にお知らせします。

自転車とめたら、カギは2 コ　「ワンチャリ・ツーロック」にご協力を　《危機管理課》
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区

上
記
マ
ー
ク
が
あ
る
申
し
込
み
は
、
3
面
右
上
の
記
入
例
参
照

区

上
記
マ
ー
ク
が
あ

る
申
し
込
み
は
、

右
の
例
を
参
照

【郵 送申し込み記入例】

切

手〒120- 8510

足立区役所
○ ○ 係

( ○ ○ は申し込み係名など)

区 の ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス は
ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

凡

例

申込…申し込み方法
期限…申込期限
場・申・問先…場所・申込先・問い
合わせ先
HP…ホームページアドレス
… E メールアドレス

※ 費用の記載がないものは無料

子
育
て
・
教
育

子
連
れ
で
参
加
で
き

る
親
の
学
び
場
「
風

の
子
カ
ル
チ
ャ
ー
」

日
時
等
=
表
2

対
象
=
乳
幼
児

を
育
て
る
親
(
乳
幼
児
同
伴
で
受

講
)

定
員
=
各
1
0人
程
度
(
抽

選
)

費
用
=
1
回
5
0
0円×
回
数
(

材
料
費
別
途
必
要
)

申
込
=

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
希
望
講
座
名
、
場
所
を

明
記
し
郵
送

※
ハ
ガ
キ
ー
枚
に

つ
き
1
講
座
、
1
人
3
枚
ま
で

期
限
=
3
月
6
日
（金
）消
印
有
効

申
・
問
先
=
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー

〒
1
2
0‐0
0
0
4

東
綾

瀬
1
-
5
-
1
7

(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

問
先
=
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
・
風
の
子
カ
ル
チ
ャ
ー
事
務
局

(
午
前
1
0時
～
午
後
5
時
)

0
8
0
(
1
2
4
2
)
3
5
5
3

表2　風の子カルチャー日時等( 4～6月分)

※ 場所Aはこども家庭支援センター。場所Bは愛恵まちづくり記念館(関原の森内)
※ 時間の午前は午前10時30分～正午、午後は午後1時30分～3時

子
ど
も
の
ア
レ
ル
ギ
ー

お
悩
み
話
そ
う
会

日
時
=
3
月
1
4日
（土）、
午
前
1
0時
2
0

分
～
1
1時
2
0分

場
所
=
区
役

所

内
容
=
参
加
者
同
士
で
の
話

し
合
い
と
講
師
の
ア
ド
バ
イ
ス

※
保
育
な
し

講
師
=
栗
山
真
理

子
氏
(
N
P
O
法
人
ア
ラ
ジ
ー
ポ

ッ
ト
専
務
理
事
)
定
員
=
1
5人

(
2
月
2
6日
か
ら
先
着
順
)

申

込
=
電
話

申
・
問
先
=
公
害
保

健
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
3

子
ど
も
の
生
活
リ
ズ

ム
実
践
報
告
会

日
時
=
2

月
2
6日
（
木
）、
午
後
6
時
1
5

分
～
8

時
3
0分

場
所
=
区
役

所
庁
舎
ホ
ー
ル

内
容
=
生
活
リ

ズ
ム
向
上
の
た
め
に

、
モ
デ
ル
園

の
保
育
園
な
ど
で
行
っ
た
調
査
研

究
の
分
析
結
果
と
改
善
に
向
け
た

取
り
組
み
の
報
告

申
込
=

不
要

糸
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=

保

育
指
導
担
当

(
3
8
8
0
)
5
3
9
5

土
・
日
曜
日
に
予
防
接

種
が
受
け
ら
れ
ま
す

2
月
2
8日
～
3
月
8
日
の
子
ど

も
予
防
接
種
週
間
に
合
わ
せ
、
日

曜
日
に
予
防
接
種
を
受
け
付
け
ま

す
。予
防
接
種
と
実
施
医
療
機
関

に
つ
い
て
は
、足
立
区
医
師
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
等
=
3
月
1
日
（日
）、
午
前
1
0

時
～
午
後
4
時
(
正
午
～
午
後
1

時
は
除
く
)
※
当
日
は
電
話
相

談
も
受
け
付
け

電
話
相
談
先
=

足
立
区
医
師
会
(
当
日
時
間
内
の

み
)

(
3
8
4
0
)
3
2
2
3

・
3
月
の
土
曜
予
防
接
種
外
来

日
時
=
3
月
2
1日
（土
）、
午
後
3
時

～
5
時

※
受
け
付
け
は
午
後
4

時
3
0分
ま
で

対
象
=
B
C
G
、

ポ
リ
オ
を
除
く
各
予
防
接
種
の
法

定
年
齢
内
の
子
ど
も

※
麻
し
ん

に
つ
い
て
は
M
R
ワ
ク
チ
ン
で
の

接
種
と
な
る
場
合
あ
り
。当
日
は

予
防
接
種
の
相
談
も
可

電
話
相

談
先
=
足
立
区
医
師
会
(
当
日
時

間
内
の
み
)(

3
8
8
0
)
1
8
6
6

い
ず
れ
も

申

込
=

母

子

健

康

手

帳

、
予

防

接

種

予

診

票

、
体
温

計

を

持

参

し

、

保

護

者

同

伴

で

当

日

直

接

会

場

へ

場

・
問

先
=

足

立

区

医

師

会

館

(
中

央

本

町
3
-
4
-
4
)

(
3
8
4
0
)
2
1
1
1

H
P：h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
a
d
a
c
h
i
k
u
-

ヨ
e
d
.
o
r
.
j
p
/

問

先
=

区

・
健

康

推

進

係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

子
育
て
・
教
育
は
、
4
面

に
続
き
ま
す

3 月の献血
受け付け時に、運転免許証や保険証など、本人

確認ができるものを提示してください。

3月の休日接骨院当番所
骨折や脱きゅう、 ねんざ・打撲などの応急施術

を当番制で行っています。 ≪健康推進課≫

※ いずれも時間は、午前9時～午後5時

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
3
月
の
予
定

※ 麻しん( はしか) の抗体価検査を、有料で健康相談日に行っています。くわしくは保健総合センターにお問い合わせください。

□ 電話番号は、よく確認してから掛けてください　各施設と間違えられて電話が掛かり、迷惑をしている区民の方がいます。
電話番号をよく確認の上、掛けてください。また、必ず相手を確認してから用件を話してください。
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区

上
記
マ
ー
ク
が
あ

る
申
し
込
み
は
、

右
の
例
を
参
照

【郵送申し込み記入例】

切
手〒120- 8510

足立区役所
○ ○ 係

( ○ ○ は申し込み係名など)

区のホ ー ムペ ージ アドレ スは
ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

凡

例

申込…申し込み方法
期限…申込期限
場・申・問先…場所・申込先・問い
合わせ先
HP…ホームページアドレス
… E メールアドレス

※ 費用の記載がないものは無料

子
育
て
・
教
育
は
、
3
面

か
ら
の
続
き
で
す

子
育
て
・
教
育

パ
パ
の
育
児
講
座
「
子
ど

も
の
潜
在
能
力
を
伸
ば

す
生
活
リ
ズ
ム
と
は
」

日
時
=
3
月
1
5日
（日
）、
午
前
1
0時

～
1
1時
3
0分

対
象
=
こ
れ
か
ら

父
親
に
な
る
方
や
子
育
て
中
の
父

親

内
容
=
講
義
/
父
親
の
育
児

体
験
発
表
/
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し

合
い

講
師
=
神
山
潤
氏
(
東
京

北
社
会
保
険
病
院
院
長
)

定
員
=
4
0

人
(
2
月
2
6日
か
ら
先
着

順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・

問
先
=
竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
5
5
)
5
0
9
3

健
康
・
衛
生

ぜ
ん
息
児
和
太
鼓
教
室

日
時
=
3
月
1
4日
（土）、午
前
9
時
3
0

分
～
1
1時
3
0分

場
所
=
区
役

所
庁
舎
ホ
ー
ル

対
象
=
ぜ
ん
息

を
治
療
中
の
小
・
中
学
生

内
容

=
声
を
出
し
な
が
ら
、
和
太
鼓
を

演
奏

講
師
=
種
市
政
義
氏
(
和

太
鼓
奏
者
)
ほ
か

定
員
=
3
0
人
(
2

月
2
6日
か
ら
先
着
順
)

申

込
=
電
話

申
・
問
先
=
公
害
保

健
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
3

こ
こ
ろ
の
健
康
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

日
程
=
3
月
7
日
（
土
）
場
所
等
=

表
1

申
込
=
不
要

※
当
日
直

接
会
場
へ

問
先
=
保
健
医
療
係

(
3
8
8
0
)
5
3
5
8

表1 こころの健康フェスティバル場所等

こ
こ
ろ
と
い
の
ち
の
相
談

区
で
は
、
自
殺
の
背
景
と
な
る

多
重
債
務
、い
じ
め
、
過
労
、
健

康
問
題
、
家
庭
問
題
な
ど
の
要
因

に
対
し
て
、
各
機
関
が
連
携
、
協

力
し
て
相
談
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で
、

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
※
悩

み
に
応
じ
た
相
談
先
を
探
す
こ
と

が
で
き
る
「
あ
だ
ち
こ
こ
ろ
と
い

の
ち
の
相
談
窓
口
一
覧
」
を
、
3

月
2
日
か
ら
健
康
推
進
課
地
域
支

援
担
当
で
配
布
す
る
ほ
か
、区
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
。
ま
た
、
3
月
の
東
京

都
自
殺
対
策
強
化
月
間
に
合
わ

せ
、「
こ
こ
ろ
の
健
康
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
に
設
置
す
る
専
用
ブ
ー

ス
で
も
配
布

問
先
=
地
域
支
援

担
当

(
3
8
8
0
)
5
3
5
8

区
内
の
小
規
模
事
業
所
を

対
象
と
し
た
健
康
診
断

対
象
=
雇
用
す
る
従
業
員
が
常
時
2
0

人
未
満
の
区
内
事
業
所

内
容
=

労
働
安
全
衛
生
法
に
よ
る
従
業

員
の
健
康
診
断

申
込
=
電
話

(
3
月
2
日
か
ら
先
着
順
)

※

日
時
な
ど
、
く
わ
し
く
は
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

場
・
申
・
問
先
=
区
・

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
3
面
の
健

康
カ
レ
ン
ダ
ー
参
照
)

※
雇
用

す
る
従
業
員
が
常
時
2
0人
以
上
の

区
内
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
足
立

区
医
師
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
問
先
=
足
立
区
医
師
会

(
3
8
4
0
)
2
1
1
1

子育て中の方を
サポート! !

～安心・便利な保育サービスをご存じですか～

問先= 保育計画係 　3880- 5873

区内には、認可保育園以外にも就学前の子どもを預けられる施設
があります。また、病気になったり、用事があったりして、子ども
の面倒を見られないときに利用できる保育サービスもあります。保
護者のニーズに合わせて、施設や制度をご活用ください。

特色に合わせて選べます

□ 都認証保育所
都が定める基準を満たし、都の認証を受

けた民間保育所です。大都市の特性に着目
し、多様化する保育ニーズに応えることの
できるよう、子どもの送迎や長時間の開所
などを行っています。 ※ 月ぎめ保育利用
者には助成あり
□ 区認定保育室
区が定める基準を満たした小規模の民間
保育所で、主に3 歳未満の子どもを保育し
ます。 ※ 月ぎめ保育利用者には助成あり
□ 家庭福祉員( 保育ママ)
保護者の就労などの理由で、保育を必要
とする3 歳未満の子どもを、区が認定して
いる家庭福祉員の自宅で預かり、家庭的な
雰囲気の中できめ細やかな保育を行いま
す。

一時保育で皆さんの子育てを手助け

□ 保育施設での一時保育
保護者が気分転換をしたいときなど理由
を問わず、就学前までの子どもを認可保育

園4 園または認証保育所、認定保育室で一
時的に保育します。
□ 休日保育
保護者の就労などの理由で、日曜日・祝日

に保育を必要とする就学前までの子ども
を、一部の認証保育所・認定保育室で保育
します。 ※ 認証保育所では理由は不問
□ 病後児保育
病気の回復期にある満1 歳から就学前ま

での子どもを、保護者が就労などの理由で
保育が困難な場合に、区立あやせ保育園ま
たは私立西新井きらきら保育園の病後児保
育室で保育します。 ※ 事前に登録が必要
□ 児童緊急一時保護
保護者が出産・病気などの理由で保育が

困難な場合に、就学前の子どもを、児童緊
急一時保護者の自宅で一時的に預かりま
す。 ※ 保護者の就労による利用は不可

利用料金や申し込み方法など、くわし
くは各施設へお問い合わせください。各
施設の連絡先は、区のホームページをご
覧になるか、保育計画係へお問い合わせ
ください。( 右の二次元コードも利用で
きます) ※ 家庭福祉員の連絡先は、
ホームページには載せていません。

▲ 家庭福祉員と子ども
たちは、まるで家族
のような雰囲気で過
ごします

▼ 認証保育所では、た
くさんの子どもが一
緒に生活するため、
集団生活でのルール
が身に付きます

ファミリー・サポート・センター

生後6 ヵ月から小学生の子どもがいる
家庭を対象に、提供会員の自宅での子ど
もの一時保育や保育施設などへの送迎を
行います。 ※ 利用会員説明会への参加
および登録が必要 問先= あいあいサー
ビスセンター 　5856- 0274
区・子ども施策推進担当 　3880- 5266

子育てホームサポート 事業
小学生までの子育てをしている家庭を
対象に、理由を問わず、区が認定した子
育てホームサポーターが訪問し、一時保
育するサービスです。 ※ 事前登録が必
要 問先= こども家庭支援センター

3606- 1333
いずれも

利用料金など、くわしくはお問い合わ
せください。

この二次元コードから、
保育施設一覧などの携帯
向け保育情報ページが見
られます。

区内全域での歩行喫煙・ごみのポイ捨て・犬のフンの放置は禁止です! 　 地域活動支援係 　3880- 5856
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区

上
記
マ
ー
ク
が
あ
る
申
し
込
み
は
、
4
面
右
上
の
記
入
例
参
照

土
地
・
建
物
・
道
路

建
築
防
災
週
間
に
住
ま
い

な
ど
の
耐
震
の
点
検
を

3
月
1
日
か
ら
7
日
は
皆
さ
ん

に
防
災
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
た

め
の
全
国
一
斉
建
築
物
防
災
週
間

で
す
。
1
4年
前
に
発
生
し
た
阪

神
・
淡
路
大
震
災
や
昨
年
発
生
し

た
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
で
は
、

建
物
の
倒
壊
な
ど
に
よ
り
、
多
く

の
犠
牲
者
が
出
ま
し
た
。
今
後
、

首
都
直
下
地
震
の
発
生
も
予
想
さ

れ
て
い
る
中
、
災
害
の
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、
建
築

物
な
ど
の
維
持
管
理
が
非
常
に
重

要
で
す
。こ
の
機
会
に
、
自
宅
や

自
宅
周
辺
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

古
い
住
宅
や
事
務
所
の
耐
震
補
強

な
ど
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

区
で
は
、
住
宅
の
耐
震
診
断
・

改
修
助
成
な
ど
の
受
け
付
け
を
随

時
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
問
先
=
建
築
防
災

係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
5
2

公
共
の
道
路
に
物
を
置

く
の
は
や
め
ま
し
ょ
う

道
路
は
、い
つ
で
も
安
全
に
通

行
で
き
る
よ
う
に
維
持
し
、
災
害

な
ど
の
緊
急
時
に
迅
速
な
対
応
を

と
れ
る
よ
う
、環
境
を
整
え
て
お

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

道
路
上
に
商
品
や
看
板
な
ど
を

置
い
た
り
、の
ぼ
り
旗
を
立
て
た

り
す
る
行
為
は
、
歩
行
者
な
ど
の

通
行
を
妨
げ
、大
き
な
事
故
に
つ

な
が
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
植
木
鉢
を
は
じ
め
自
転
車
・

バ
イ
ク
な
ど
を
置
く
こ
と
も
同
様

で
す
。こ
れ
ら
の
行
為
は
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。

3
月
は
道
路
交
通
環
境
整
備
強

化
推
進
月
間
で
す
。区
で
は
こ
の

期
間
中
、
道
路
環
境
の
改
善
に
向

け
て
、区
内
の
警
察
署
と
合
同
で

の
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
な
ど
を
強
化

し
ま
す
。
快
適
な
道
路
環
境
を
維

持
で
き
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
問
先
=

監
察
係(

3
8
8
0
)
5
2
6
5

環
境
影
響
評
価
書
の
縦
覧

事
業
名
=
「
(仮
称
)
丸
の
内
2

丁
目
7
番
計
画
建
設
事
業
」
※

こ
の
事
業
に
よ
っ
て
、千
住
曙
町

の
一
部
で
電
波
障
害
が
発
生
す
る

可
能
性
あ
り

縦
覧
期
間
=
3
月

6
日
～
2
3日
、
午
前
9
時
3
0分
～

午
後
4
時
3
0分
(
閉
庁
日
・
閉
館

日
を
除
く
)

縦
覧
場
所
=
環
境

保
全
課

※
中
央
図
書
館
・
常
東

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
書
館
で
閲
覧
可

問
先
=
都
・
環
境
影
響
評
価
課

(
5
3
8
8
)
3
4
5
3

区
・
環
境
保
全
課
調
査
係

(
3
8
8
0
)
5
3
6
7

福

祉

7
3歳
以
上
の
区
民
に

無
料
マ
ッ
サ
ー
ジ

日
程
等
=
▽
3
月
6
日
（
金
）・
1
3日

（
金）・
:千
住
あ
ず
ま
住
区
セ
ン
タ
ー

分
室

▽
3
月
1
0日
（
火
）・
2
4日
（
火）

…
竹
の
塚
障
害
福
祉
館

受
付
時

間
=
午
前
9
時
1
0分
～
午
後
3
時
1
0

分

※
1
回
約
4
0分

定
員
=

各
4
8人
(
先
着
順
)
申
込
=
不

要

※
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=

障
害
福
祉
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
2
5
5

地
域
保
健
福
祉
推
進

協
議
会
の
傍
聴

日
時
=
3
月
2
7日
（
金）、
午
後
2
時

～
4
時

※
受
け
付
け
は
午
後
1

時
～
1
時
3
0分

場
所
=
区
役
所

庁
舎
ホ
ー
ル

定
員
=
2
0人
(
抽

選
)

※
傍
聴
方
法
な
ど
、
く
わ

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
問
先
=
福
祉
管
理
課
調
整

担
当

(
3
8
8
0
)
5
7
3
2

障
が
い
者
の
し
お
り

の
配
布

内
容
=
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

内
容
を
ま
と
め
た
「
障
が
い
者
の

し
お
り
」
の
改
定
版
の
配
布

配

布
場
所
=
障
害
福
祉
課
、
障
害
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
事
務
所
、
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー

問
先
=
障
害

福
祉
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
2
5
5

税
金
・
国
保

健
康
保
険
料
算
定
の
た
め
に

も
、
申
告
を
お
忘
れ
な
く

税
の
申
告
は
、
2
1年
度
の
都
民

税
・
区
民
税
を
正
し
く
算
定
す
る

た
め
の
基
礎
と
す
る
た
め
だ
け
で

な
く
、
非
課
税
証
明
書
の
発
行
や

国
民
健
康
保
険
、
長
寿
(
後
期
高

齢
者
)
医
療
制
度
の
保
険
料
な
ど

を
決
定
す
る
た
め
に
も
必
要
で

す
。
2
0年
に
所
得
が
な
い
方
や
収

入
が
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
の
み

の
方
も
申
告
が
必
要
で
す
。
2
0年

中
の
所
得
が
給
与
収
入
の
み
で

、

勤
務
先
の
給
与
か
ら
住
民
税
が
引

か
れ
る
方
と
、
税
務
署
に
確
定
申

告
を
す
る
方
は
、
課
税
課
へ
の
申

告
は
不
要
で
す
。
問
先
=
▽
国

民
健
康
保
険
・
:国
民
健
康
保
険
課

資
格
賦
課
係(

3
8
8
0
)
5
2
4
0

▽
長
寿
(
後
期
高
齢
者
)
医
療
保

険
…
高
齢
医
療
年
金
課
資
格
収
納

係

　
(
3
8
8
0
)
6
0
4
1

▽
申
告
書
の
提
出
・
:課
税
課
課
税

第
一
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

課
税
課
課
税
第
二
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
1

地域包括支援センター3 月の介護教室

※ 先着順は2 月26日から受け付け開始
※ 「申込= 」の記載がないものは、申し込み不要。当日直接会場へ
※ 「場所= 」の記載がないものは、問先の地域包括支援センターへ

空いている土地を有効活用しませんか
～民営自転車等駐車場設置助成制度～

放置自転車を少しでも減らすた
め、区では鉄道駅周辺に駐輪場( 原
付バイク50cc以下含む) を設置する
方 に助成し ています。特に、綾瀬
駅・梅島駅・西新井大師西駅周辺の
地域で駐輪場が不足しています。ぜ
ひ助成制度を利用して、駐輪場を設
置しませんか。 対象= 次 のすべて
に当ては まる方 … 鉄道駅などから300m

以内にある敷地に設置できる/
自転車などを30台以上収容できる/5
年以上継続して運営できる 助

成金額= 要綱の規定により算出 上
限額＝ 平置式 … 500万円

、
立体

式… 1, 000万円 申 請期間= 工事着

工から駐輪場の開設後1 年以内 ※
くわしくはお問い合わせくださいO
問先= 駐車場推進担当

3880- 5291

▲ 　細長く狹い土地でも
駐輪場が設置できま
す( 写真は61, 79㎡で
43台分の駐輪場)

み
ん
な
で
つ
く
る

健
康
あ
だ
ち
21

健
康
づ
く
り
推
進
員
を

ご
存
じ
で
す
か

健
康
づ
く
り
に
は
、
区
民
の
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、
毎
日
の
生

活
の
中
で
規
則
正
し
い
食
事
を
心

掛
け
、
適
度
な
運
動
を
し
た
り
、

健
康
診
査
を
受
け
た
り
す
る
こ
と

が
大
切
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
多

く
の
場
合
、
一
人
で
健
康
づ
く
り

を
継
続
的
に
意
識
す
る
の
は
な
か

な
か
難
し
い
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
区
で
は
、
区
民
の
皆

さ
ん
と
協
働
で
健
康
づ
く
り
活
動

を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
リ
ー

ダ
ー
役
と
な
る
の
が
健
康
づ
く
り

推
進
員
で
す
。
2
0年
度
の
健
康
づ

く
り
推
進
員
は
、
2
1
2
人
い
て
、
地

域
の
住
区
セ
ン
タ
ー
や
保
健
総
合

セ
ン
タ
ー
、
自
治
会
な
ど
を
拠
点

に
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
様
々
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
子
育
て
中
の
母
親
を

支
援
す
る
た
め
に
赤
ち
ゃ
ん
広
場

(
乳
児
が
集
ま
れ
る
場
所
)
を
開

設
し
、
乳
児
や
保
護
者
の
健
康
な

ど
の
相
談
に
乗
り
、
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
区
民
の

健
康
実
態
の
調
査
結
果
を
踏
ま

え
、
傾
向
や
今
後
の
対
策
を
考

え
、
だ
れ
も
が
気
軽
に
取
り
組
め

る
よ
う
な
健
康
講
座
も
企
画
・
運

営
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
区
で
は
、
健
康
づ

く
り
推
進
員
を
中
心
に
、
地
域
に

目
を
向
け
た
健
康
の
輪
を
広
げ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
地
域
に
出

て

、
健
康
づ
く
り
推
進
員
と
共
に

仲
間
を
作
っ
て
、
楽
し
く
継
続
で

き
る
健
康
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
《
健
康
づ
く
り
担
当
》

◎ おわびと訂正　あだち広報2 月10日号5 面「見どころナビ」の見出しの番号に誤りがありました。おわびして訂正します。
【正】　関原の森・愛恵まちづくり記念館…② 、

吉祥院…③ 問い合わせ先= 広報係 　3880- 5815
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未
来
を
築
く
あ
だ
ち
っ
子

2
0年
度
児
童
・
生
徒
褒
賞

区
長
褒
賞
お
よ
び
教
育
委
員
会
褒
賞

区
で
は
、
心
豊
か
な
児
童
・
生
徒
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

の
分
野
で
優
れ
た
活
動
(
全
国
・
関
東
大
会
出
場
な
ど
)
を
行
っ
た
区
立
小
・
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
を
褒
賞
し
て
い
ま
す
。

2
0
年
度
、
区
長
褒
賞
お
よ
び
教
育
委
員
会
褒
賞
を
受
賞
し
た
児
童
・
生
徒
を
紹
介
し
ま
す
　

(
褒
賞
対
象
期
間
は
、
1
9
年
1
2
月
1
日
～
2
0
年
1
1
月
3
0
日
。
敬
称
略
・
順
不
同
)
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、教
育
政
策
課
庶
務
係
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
9
6
1

区長褒賞
《文化・個人》

□ 検定
吉田喜栄( 保木間小学校6 年生)
□ 俳句
内田実里( 第四中学校1 年生)

《文化・団体》

□ 吹奏楽
第十一中学校吹奏楽部
第十四中学校吹奏楽部
□ 英語
第十二中学校英語部

《スポーツ・個人》

□ 空手
大田吉寛( 渕江第一小学校6 年生)
山田沙羅( 第四中学校2 年生)
久保木涼介( 東綾瀬中学校1 年生)
□ 硬式テニス
畑莉々香( 西新井小学校6 年生)
□ トランポリン
森ひかる( 扇小学校3 年生)
安藤諒( 古千谷小学校5 年生)
栗木優香( 伊興中学校2 年生)
□ 新体操
島岡里奈( 第十四中学校3 年生)
□ 体操
渡辺崇仁( 第七中学校3 年生)
□ フライングディスク
川口祐里佳( 第一中学校3 年生)
小林祐介( 第七中学校3 年生)
□ 陸上
北清航輔( 第六中学校2 年生)
望月貴斗( 第六中学校2 年生)
鴨下美鈴( 第八中学校2 年生)
木原絵美理( 第九中学校3 年生)
小暮由佳( 第十三中学校3 年生)
鈴木夢桜( 第十四中学校1 年生)
馬場つぐみ( 第十四中学校2 年生)

岩本香奈( 第十四中学校3 年生)
渡辺翔( 第十四中学校3 年生)
大窪海音香( 六月中学校3 年生)
□ 水泳
上田桜子( 第十一中学校1 年生)
中村克( 第十四中学校1 年生)
小林江舞( 第十四中学校2 年生)
田口直輝( 第十四中学校2 年生)
地田麻未( 第十四中学校3 年生)
宮崎夏実( 蒲原中学校3 年生)

《スポーツ・団体》

□ バレーボール
全千寿ジュニアバレーボールクラブ
□ 空手
第四中学校空手部
□ バスケットボール
第九中学校男子バスケットボール部
□ 陸上
第七中学校特別支援学級リレーチーム
東綾瀬中学校陸上競技部共通男子リ
レーチーム
足立区選抜女子リレーチーム
□ 野球
足立球友会
□ 水泳
第十四中学校水泳部男子リレーチーム
第十四中学校水泳部女子リレーチーム

教育委員会褒賞
《文化・個人》

□ 新聞
林野乃子( 竹の塚小学校4 年生)
□ 短歌
笠野恵莉奈( 栗原北小学校6 年生)
□ 検定
小林明日香( 保木間小学校5 年生)
□ モダンバレエ
桑原はるか( 鹿浜第一小学校6 年生)
原田明穂( 保木間小学校6 年生)

□ 環境プログラム
田口香菜( 舎人小学校6 年生)
名久井崚( 足立入谷小学校5 年生)
□ 食育
小倉彰悟( 北三谷小学校6 年生)
□ 作文
横田睦月( 第四中学校3 年生)
杉本有里( 第四中学校3 年生)
□ ポスター
山本京香( 東島根中学校1 年生)
□ ものづくり
諏訪隆洋( 千寿桜堤中学校2 年生)

《文化・団体》

□ 吹奏楽
千寿双葉小学校金管バンド
花畑西小学校金管バンド部
第六中学校吹奏楽部
第九中学校吹奏楽部
伊興中学校吹奏楽部
□ 演劇
東綾瀬中学校演劇部

《スポーツ・個人》

□ 空手
松本葉( 興本小学校6 年生)
泉光雅( 江北小学校3 年生)
稲葉暉人( 江北小学校6 年生)
鈴木千晶( 高野小学校2 年生)
鈴木菜未( 高野小学校5 年生)
別府佑香( 皿沼小学校4 年生)
有坂汐織( 弥生小学校2 年生)
山田隆樹( 東渕江小学校6 年生)
小林直央( 中川北小学校3 年生)
小林尚子( 大谷田小学校4 年生)
今井えり( 花畑小学校1 年生)
清水音乃( 花畑小学校1 年生)
古張裕賀( 花畑小学校3 年生)
今井りか( 花畑小学校6 年生)
井沢広宣( 第四中学校2 年生)
鈴木一奈帆( 東綾瀬中学校3 年生)
別府聖香( 上沼田中学校2 年生)

□ サッカー
麦倉捺木( 千寿桜小学校6 年生)
□ レスリング
伊藤光汰( 千寿第五小学校1 年生)
□ なぎなた
森田留衣( 保木間小学校5 年生)
□ 少林寺拳法
中島秀越( 東渕江小学校4 年生)
村越匠( 東渕江小学校6 年生)
依田啓新( 北三谷小学校3 年生)
工藤愛莉( 大谷田小学校6 年生)
宮岡歩夢( 蒲原中学校1 年生)
堺雅也( 蒲原中学校1 年生)
□ 太極拳
白川悠( 千寿第五小学校5 年生)
大竹雅大( 千寿第五小学校2 年生)
大竹史晃( 第四中学校2 年生)
寺澤祐佳里( 第四中学校3 年生)
□ エアロビック
猪野友加里( 北三谷小学校5 年生)
□ トランポリン
新谷亮介( 舎人小学校2 年生)
新谷実佑( 舎人小学校4 年生)
村山優里( 舎人小学校6 年生)
明石凌( 東伊興小学校5 年生)
花井亮太( 伊興中学校1 年生)
木口暁遥( 入谷南中学校2 年生)
□ 新体操
長田清美( 渕江中学校2 年生)
竹内芙美伽( 第八中学校2 年生)
□ フライングディスク
小川菜々子( 第一中学校3 年生)
□ 陸上
池田康子( 第八中学校3 年生)
林香奈江( 第十三中学校3 年生)
矢澤和哉( 第十三中学校3 年生)
内田哲志( 栗島中学校1 年生)
村山恵( 栗島中学校1 年生)
山内竜太( 栗島中学校2 年生)
西村彩有里( 第十四中学校2 年生)
田辺七海( 第十四中学校2 年生)
國井咲子( 第十四中学校3 年生)
鈴木梨恵( 東綾瀬中学校2 年生)

□ ソフトテニス
富田涼( 第九中学校2 年生)
岩佐直斗( 第九中学校2 年生)
□ 水泳
齋藤暢力( 第四中学校3 年生)
松吉茜( 第十四中学校1 年生)
松本卓弥( 第十四中学校1 年生)
石川和生( 第十四中学校1 年生)
岩澤由秋( 第十四中学校2 年生)
鳩貝栞( 第十四中学校2 年生)
向井順一( 第十四中学校3 年生)

《スポーツ・団体》

□ バレーボール
中島根ジュニア
□ 野球
足立ファイヤーズ
足立フェニックスボーイズ
カバラホークス
ブラックキラーズ
□ ミニバスケットボール
足立区選抜女子チーム
扇MAX ミニバスケットボールクラブ
□ サッカー
第四中学校サッカー部
□ 新体操
KANAI R. G
□ ソフトボール
第九中学校ソフトボール部
□ 陸上
第十一中学校陸上競技部男子駅伝チー
ム
第十四中学校陸上競技部共通男子リ
レーチーム
第十四中学校陸上競技部男子B リレー
チーム
第十四中学校陸上競技部女子C リレー
チーム
第十四中学校陸上競技部女子駅伝チー
ム
東綾瀬中学校陸上競技部女子駅伝チー
ム

▲ 陸上・岩本香奈( 第十四中学校3 年生) ▲ バスケットボール・第九中学校男子バスケ
ットボール部

▲ 俳句・内田実里( 第四中学校1 年生)

▲ 空手・山田沙羅( 第四中学校2
年生)

▲ 検定・吉田喜栄( 保木間小学校6
年生)

▲ 硬式テニス・畑莉々香( 西新井
小学校6 年生)

▲ トランポリン・栗木優香( 伊興
中学校2 年生)

防 災
・
緑 化 対 策　 生 け 垣 を 作

っ て 一 石 二 鳥! !

近年、地球温暖化などの環境問題をきっかけに、「みどり」の大切さが一層注目
を浴びています。
区では、防災と緑化対策の2 つの効果がある生け垣作りを進めるため、助成など

を行っています。今の寒い時期が生け垣作りに適していると言われているので、ぜ
ひこの機会に生け垣を作って防災・緑化対策をしませんか?

問い合わせ先= みどりのまちづくり係 　3880- 5188
区のホームページアドレス　ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

□ 生け垣の効果
生け垣には、火災時の延焼を防ぐ効果

があるといわれています。それは、植物
の葉に水分が合まれているため、火の燃
え移りが起きにくいからです。また、震
災時にはブロック塀などの崩壊によるけ
がが心配されますが、生け垣にはその心
配がほとんどありません。
このほか、景観を美しくしたり、空気

をきれいにしたり、道路の騒音を和らげ
たりする効果もあります。
□ 効果的な作り方
防災には、高さは約2m 以上が効果的

といわれていますが、管理のしやすさや
近隣との景観にも合わせることを考える

と、1. 5m ぐらいが適当ですo
生け垣に使用する樹木は、イヌツゲ、

ト ペラ、 ヤマモモなど、1 年中葉を茂ら
す常緑樹が最適です。マツ、スギなどは
燃えやすいこともあり、生け垣には適し
ていません。
□ 生け垣作り助成金制度
対象= 道路に面する場所に生け垣を作る
ための土・樹木・支柱の材料費および施
工費 ※ 業 者に工事を依 頼し た場合も
可。土留め、フェンスなどの設置費は対
象外 助成金額= 長さ1m につき12, 000
円 ※ 限度額は30万円。申し込み方法な
ど、くわしくはお問い合わせくださいo

自 分で 生け
垣

を作っ て みよう
※ 完成サイズは高さ約1. 5m、幅約3m

1 材料を購入しよう
材料( 下記参照) をホームセンターなごで購

入しましょう。 ※ のこぎり、かなづち、キリ、
スコップ、刈り込み用はさみ、脚立などが別途
必要

2 支柱を作ろう
丸太を約1. 5mの間隔で、約50cmの深さに
埋め込みます。

3 支柱を補強しよう
支柱を補強するため、地面から約1. 3m の高さ

に、地面と平行になるように竹を取り付けます。
あらかじめ竹にキリで穴を開けておき、くぎで
丸太に打ち付け、シユロ縄で結び付けます。

4 樹木を植えよう
3 で支柱を補強した竹の真下に、根鉢の大き

さに合わせて約30cm の深さの穴を掘ります。
そこに樹木を植え、腐葉土を混ぜた土をかぶせ
ます。
枝を刈って形を整え、水を十分に与えて完成。

上記の通り作成した場合の費用は…

( みどりのまちづくり係調べ)

くわしい作り方、維持・管理
方法なごは、みどりのまちづく
り係または緑の相談所( 下記参
照) に相談するか、区のホーム
ページをご覧ください。

緑 の 相 談 所 み ど り の 相 談 は な ん で も お 任 せ

緑の相談所( 都市農業公園内) では、
皆さんと緑豊かなまちづくりをめざすた
め、生け垣の作り方や、樹木や盆栽など
の育て方の相談、園芸講習会などを行っ
ています。
また、施設内は温室を併設しているの

で、冬でも熱帯植物などを栽培していま
す。建物の周囲にも100種類以上のハー

ブが植えられたハープ園があるので、1
年中花が楽しめます。

問い合わせ先=緑の相談所(都市農業
公園内。午前9時～正午/午後1時～
4時30分。水曜日休館。園芸の相談は
火・土・日曜日、ハープの相談は木・
土曜日受け付け) 　3853- 8011
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区
上
記
マ
ー
ク
が
あ

る
申
し
込
み
は
、

右
の
例
を
参
照

【郵送申し込み記入例】

切

手〒120- 8510

足立区役所
○ ○ 係

( ○ ○ は申し込み係名など)

区 の ホ ー ム ペ ー ジ ア ドレ ス は
ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

凡

例

申込…申し込み方法
期限…申込期限
場・申・問先…場所・申込先・問い
合わせ先
HP…ホームページアドレス
… E メールアドレス

※ 費用の記載がないものは無料

人
材
募
集

区
立
保
育
園
保
育
補
助

の
登
録
者
(
臨
時
職
員
)

対
象
=
区
内
ま
た
は
近
隣
地
域
に

住
ん
で
い
る
方

勤
務
内
容
=
区

立
保
育
園
で
の
保
育
補
助
な
ど

勤
務
条
件
=
▽
欠
員
パ
ー
ト
：
午

前
8
時
3
0分
～
午
後
5
時
1
5分
の

間
で
6
時
間

▽
朝
・
夕
方
保
育

:
午
前
7
時
3
0
分
～
1
0
時
お
よ
び

午
後
4
時
～
6
時
3
0
分
の
間
で
2

～
4
時
間

※
い
ず
れ
も
採
用
園

で
異
な
る

報
酬
=
▽
欠
員
パ
ー

ト
…
時
給
9
3
0
円
(
保
育
士
の
資
格

を
有
す
る
方
は
千
1
3
0円
)

▽

朝
・
夕
方
保
育
：
時
給
千
円
(
保

育
士
の
資
格
を
有
す
る
方
は
千
2
0
0

円
)

申
込
=
電
話
ま
た
は
窓
口

糸
登
録
後
、
採
用
園
で
の
面
接
あ

り
。
随
時
募
集

申
・
問
先
=
保

育
管
理
係(

3
8
8
0
)
5
8
7
2

建
築
専
門
員
(
非
常

勤
職
員
)

対
象
=
1
級
建
築
士
の
資
格
を
有

し
、建
築
物
の
構
造
設
計
業
務
に

か
か
わ
っ
た
経
験
が
あ
る
方

勤

務
内
容
=
建
築
確
認
(
構
造
審

査
、指
導
、
審
査
、
検
査
)
な
ど

勤
務
条
件
=
週
4
日
・
3
0時
間

糸
社
会
保
険
・
有
給
休
暇
あ
り

雇
用
期
間
=
4
月
1
日
～
2
2年
3

月
3
1日

※
更
新
あ
り

報
酬
=

月
額
2
3万
円

※
交
通
費
あ
り

募
集
人
数
=
2
人

選
考
=
書
類

お
よ
び
面
接
(
日
時
は
後
日
連

絡
)

申
込
=

市
販
の
履
歴
書

(
写
真
貼
付
)
お
よ
び
I
級
建
築

士
免
許
の
写
し
を
区

へ
郵
送
ま

た
は
持
参

期
限
=
3
月
1
0日
（
火）

必
着

申
・
問
先
=
建
築
審
査
課

庶
務
係

(
3
8
8
0
)
5
9
4
1

事
務
職
育
児
休
業
代
替

嘱
託
員
(
非
常
勤
職
員
)

対
象
=
高
校
卒
業
程
度
で
、
W
o
r
d

お
よ
び
E
x
c
e
lな
ど
を
含
む
、
パ

ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る
方

勤
務
内
容
=
区
役
所
ま
た
は
出
先

事
業
所
で
の
事
務

勤
務
条
件
=

週
3
0時
間

※
社
会
保
険
・
有
給

休
暇
あ
り

雇
用
期
間
=
5
月
1

日
～
2
2年
3
月
3
1日

※
更
新
あ

り

報
酬
=
月
額
1
8万
6
千
円

糸
交
通
費
あ
り

募
集
人
数
=
若

干
名

選
考
=
▽
1
次
:
書
類
お

よ
び
作
文

▽
2
次
:
面
接
(
1

次
合
格
者
の
み
、
日
時
は
後
日
連

絡
)

申
込
=

市
販
の
履
歴
書

(
写
真
貼
付
)
、
作
文
、
返
信
用

封
筒
を
区

へ
郵
送
ま
た
は
持
参

糸
作
文
の
テ
ー
マ
な
ど
、
く
わ
し

く
は
募
集
案
内
を
参
照
。
募
集
案

内
は
人
事
課
人
事
係
で
配
布
す
る

ほ
か
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

期
限
=
3

月
1
1日
（
水）必
着

申
・
問
先
=
人

事
係

(
3
8
8
0
)
5
8
3
1

暮

ら

し

3
月
1
0日
は
「
東
京

都
平
和
の
日
」

都
で
は
、
3
月
1
0日
を
「
東
京

都
平
和
の
日
」
と
定
め
、平
和
の

意
義
を
確
認
す
る
と
共
に
、平
和

意
識
を
高
め
る
た
め
、記
念
行
事

を
行
い
ま
す
。

区
で
は
、当
日
午
後
1
時
か
ら
1

分
間
の
黙
と
う
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
問
先
=
都
・
文
化
事
業
課

(
5
3
8
8
)
3
1
4
1

区
・
人
権
・
同
和
係

(
3
8
8
0
)
5
4
9
7

臨時休館
□ こども科学館・西新井文化ホール・
青少年センター( ギ ャラク シティ全
館)
防災設備点検および館内殺虫消毒の

ため休館します。期間=3月9日(月)～
11日（水） 問先= こども科学館( ギャ

ラクシティ内) 　5242- 8161

審議会等の公開( 3 月分)

会議は公開です。傍聴方法なご、くわしくはお問
い合わせください。

21年 度特別区 職員
採用試験日程

特別区( 東京23区) の区役所に勤務する常勤職員の採
用試験を、次の日程で行いますo 受験資格、試験区分、
採用予定数など、くわしくは試験案内または特別区人事
委員会のホームページをご覧ください( 試験案内は、告
示日以降に東京23区の区役所および特別区人事委員会事
務局任用課で配布) 。
なお、過去に出題さ れた問題は区政相談課区政情報係

で閲覧できるほか、特別区人事委員会のホームページで
公表しています。 試験日程等= 表1 採用予定日=22
年4 月以降 問先= 特別区人事委員会事務局任用課

5210- 9787　　　　
HP　ht t p: / /www. t okyo23ci t y. or . j p/　

区・人事係 　3880- 5831

表1　21 年度特別区職員採用試験日程等

宿
泊
施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

□
利
用
案
内

申
込
=
「
わ
た
し
の
便
利
帳
」
1
5

ペ
ー
ジ
を
参
照

休
館
日
等
=
表

宿
泊
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

各
施
設
予
約
電
話
へ
(
表
2
)

□
山
中
湖
林
間
学
園
の
開
放

開
放
日
=
4
月
2
5日
（土）～
2
9日

（祝）、
5
月
2
日
（土）～
5
日
（祝）
対

象
=
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
と
そ

の
同
伴
者

申
込
=
電
話
(
抽

選
)
申
込
期
間
=
3
月
2
日
～
1
0

日

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時
。

結
果
は
3
月
1
6日
以
降
に
郵
送
。

当
選
者
は
、
3
月
2
3日
ま
で
に
施

設
へ
予
約
確
定
の
電
話
連
絡
。
空

き
室
予
約
は
4
月
1
日
以
降
に
電

話

申
先
=
山
中
湖
林
間
学
園
予

約
専
用
番
号

0
5
5
5
(
6
2
)
1
4
0
4

問
先
=
区
・
校
外
施
設
係

(
3
8
8
0
)
5
9
7
0

表2　 施設利用案内

※ 日光林間学園、鹿沼野外レクリエーションセンターの利用できる日も学校などが利用するため、空室が少ない場合や
体育館の使用ができない場合あり

※ 予約の際、区内在住・在勤・在学を連絡。フロントで住所、勤務( 通学) 先のわかる物の提示が必要
※ 施設・料金については、各提携旅館の予約番号に問い合わせる力ヽ、区民事務所・公社窓口で配布しているチラシまた
は区のホームページを参照
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区

上
記
マ
ー
ク
が
あ
る
申
し
込
み
は
、
8
面
右
上
の
記
入
例
参
照

弁
護
士
に
よ
る
多
重

債
務
無
料
相
談

日
時
=
3
月
9
日
（
月）・
1
0日
（火）、

午
後
1
時
～
3
時

対
象
=
区
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

内
容
=

借
金
の
整
理
に
つ
い
て
の
指
導

や
助
言

※
相
談
時
間
は
1
人
3
0

分
程
度

定
員
=
各
9
人
(
2
月
2
6

日
か
ら
先
着
順
)
申
込
=
電

話

期
限
=
3
月
5
日
川

場
・

申
・
問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー
　

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

携
帯
電
話
の
リ
サ
イ

ク
ル
に
ご
協
力
を

昨
年
の
1
0月
・
1
1月
に
、
貴
重

な
資
源
と
し
て
再
利
用
で
き
る
、

金
・
銀
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
る
携

帯
電
話
の
回
収
実
験
を
区
で
行
い

ま
し
た
。そ
の
結
果
、回
収
台
数

は
7
6台
で
し
た
(
回
収
し
た
携
帯

電
話
は
情
報
漏
え
い
防
止
の
た

め
、
破
砕
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
処
理

工
場
に
搬
入
)
。

都
が
行
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

意
識
調
査
で
は
、
不
要
に
な
っ
た

携
帯
電
話
は
「
持
ち
帰
っ
て
保

有
」
す
る
と
回
答
し
た
方
が
約
7

割
い
ま
し
た
。
そ
の
理
由
の
半
数

が
「
個
人
情
報
の
漏
え
い
が
心

配
」
「
思
い
出
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

で
し
た
。
し
か
し
、「
個
人
情
報
の

漏
え
い
が
心
配
な
け
れ
ば
リ
サ
イ

ク
ル
し
た
い
」
と
思
う
人
が
約
8

割
い
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
を
受
け
、
区
で
は
利

用
し
や
す
い
リ
サ
イ
ク
ル
方
法
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
不
要

の
携
帯
電
話
は
、
購
入
店
な
ど
へ

の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
問
先
=
清
掃
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
8
1
3

海
外
か
ら
も
投
票
で

き
ま
す

海
外
に
3
ヵ
月
以
上
滞
在
す
る

方
は
、
在
外
選
挙
人
名
簿
へ
登
録

す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
政
選
挙

(
衆
議
院
議
員
選
挙
お
よ
び
参
議

院
議
員
選
挙
)
に
限
り
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
年
は
衆
議

院
議
員
選
挙
が
あ
り
ま
す
。
登
録

方
法
な
ど
、
く
わ
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
問
先
=
選

挙
係

(
3
8
8
0
)
5
5
3
1

男
女
共
同
参
画
計
画

年
次
報
告
書
の
配
布

1
9年
度
男
女
共
同
参
画
計
画
の

実
施
状
況
と
、
こ
れ
に
対
す
る
2
0

年
度
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

の
意
見
を
ま
と
め
た
報
告
書
を
配

布
し
ま
す
。
配
布
場
所
・
問
先
=

男
女
参
画
プ
ラ
ザ

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

催

し

物

舎
人
氷
川
神
社
本
殿
彫

刻
(
区
登
録
有
形
文
化

財
)
の
特
別
公
開

日
時
=
2
月
2
8日
（土）、
午
前
1
0時

～
午
後
2
時

場
所
=
舎
人
氷
川

神
社
(
舎
人
5
-
2
1
-
3
4
)内

容
=
江
戸
時
代
後
期
に
本
殿
壁
面

に
造
ら
れ
た
「天
の
岩
戸
開
き
」

「
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
退
治
」
な
ど

の
公
開

申
込
=
不
要

※
当
日

直
接
会
場
へ

問
先
=
文
化
財
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

「
消
費
生
活
問
題
調

査
研
究
グ
ル
ー
プ
」

発
表
会
・
講
演
会

□
グ
ル
ー
プ
研
究
成
果
発
表
会

日
時
=
3
月
2
4日
（火）、
午
後
1
時
3
0

分
～
2
時
5
0分

内
容
=
食
文

化
を
考
え
る
/
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
可
能
性
を
探
る
な
ど

※
3
月
9

日
か
ら
1
3日
ま
で
、
区
役
所
1

階
区
民
ロ
ビ
ー
で
発
表
内
容
を
パ

ネ
ル
展
示

□
記
念
講
演
会
「
天
・
地
・
人
の

め
ぐ
み
を
活
か
し
た
暮
ら
し
」

日
時
=
3
月
2
4日
（火）、
午
後
3
時

～
4
時
3
0分

内
容
=
太
陽
光
・

風
力
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

積
極
的
に
導
入
し
て
い
る
岩
手
県

葛
巻
町
を
参
考
に
、区
内
で
も
で

き
る
環
境
問
題
対
策
を
考
え
る

講
師
=
前
田
典
秀
氏
(
N
P
O
法

人
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
フ

ォ
上
フ
ム
理
事
長
)

い
ず
れ
も

場
所
=
エ
ル
ーソ
フ
ィ
ア

定
員
=
7
0

人
(
2
月
2
6日
か
ら
先
着

順
)
申
込
=
電
話

申
・
問
先
=

消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

あ
だ
ち
N
P
O
カ
レ
ッ
ジ

□
森
林
破
壊
を
食
い
止
め
る
「
割

り
箸
」で
始
め
る
エ
コ
活
動

日
時
=
3
月
7
日
田
、
午
後
3
時

～
5
時

内
容
=
国
産
間
伐
材
を

使
っ
た
環
境
に
や
さ
し
い
割
り
箸

の
普
及
の
仕
方
/
N
P
O

活
動
と

経
済
活
動
を
両
立
さ
せ
る
「
ア
ド

バ
シ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
(
国
産
間
伐

材
を
使
っ
た
広
告
入
り
の
割
り

箸
)
」か
ら
、活
動
資
金
を
作
る
活

動
の
ヒ
ン
ト

講
師
=
野
村
充
史

氏
(
N
P
O

法
人
エ
コ
メ
デ
ィ

ア

ーフ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
)

定

員
=
1
5人
(
2
月
2
6日
か
ら
先
着

順
)

□
N
P
O

が
よ
く
わ
か
る
講
座
と

楽
し
い
仲
間
作
り
交
流
会

日
程
=
3
月
2
8日
（土
）
時
間
等
=

▽
第
1
部
(
区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
)
…
午
前
1
1時
～
正

午
、
N
P
O
が
よ
く
わ
か
る
講
座

▽
第
2
部
(
区
内
N
P
O

団
体
ま

た
は
N
P
O

に
関
心
が
あ
る
方
)

:
午
後
1
時
3
0分
～
4
時
、
N
P
O

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務
報
告

会
と
参
加
者
同
士
の
交
流
会

定

員
=
各
2
0人
(
2
月
2
6日
か
ら
先

着
順
)

い
ず
れ
も

申

込
=

電

話
・
フ

ァ
ク

ス
・
E

メ
ー
ル
で
住
所

、
氏
名

、
電
話
番

号

、
E

メ
ー

ル

ア
ド
レ
ス
、
「
ア

ド
バ
シ
」
、
「
N
P
O

講
座
」
ま
た

は

「
N
P
O

交
流
会
」
を
連
絡

場
・
申
・
問
先
=
N
P
O

活
動
支

援
セ
ン
タ

ー
(

月
曜
休
館
)

(
3
8
4
0
)
2
3
3
1
　
　

F
A
X
(
3
8
4
0
)
2
3
3
3

メー

ル
n
p
o
-
s
c
@
a
d
a
c
h
i
.
n
e
.
j
p

催
し
物
は
、
1
0面
に
続
き

ま
す

3月15日にお目見え

教
え
て
郷
土
博
物
館
の

新

展

示

第4 回
人
口
急
増
時
代
の
住
宅

の
切
り
札
!
　

木
造
都

営
住
宅
と
そ
の
暮
ら
し

今
回
紹
介
す
る
新
展
示
は
、
昭

和
3
0年
代
の
木
造
都
営
住
宅
で

す
。
1
軒
に
2
戸
入
る
棟
割
長
屋

で
、
6
畳
と
4
畳
半
の
2
間
と
台

所
や
便
所
な
ど
を
、
当
時
の
ま
ま

忠
実
に
再
現
し
ま
し
た
。

一
番
の
売
り
は
、
再
現
し
た
住

宅
に
入
れ
る
と
こ
ろ
。
台
所
に
は

人
造
石
の
流
し
台
が
あ
り
、
そ
の

後
ろ
に
は
6
畳
間
や
、
趣
の
あ
る

縁
側
・
台
所
の
床
下
に
は
味
噌
な

ど
の
調
味
料
を
保
存
す
る
の
に
適

し
た
収
納
場
所
も
あ
り
ま
す
。
ど

こ
の
家
庭
で
も
糠
床
で
野
菜
を
漬

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
慢
の
味
を
楽

し
む
な
ど
、
昭
和
3
0年
代
の
暮
ら

し
を
代
表
す
る
空
気
が
漂
い
ま

す
。
こ
の
展
示
物
の
制
作
を
監
修

し
、
当
時
を
知
る
大
工
さ
ん
は

「
昭
和
の
心
が
宿
る
建
物
に
再
現

で
き
た
」と
胸
を
張
り
ま
す
。

当
時
は
「
団
地
区
」
と
呼
ば
れ

る
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
た
く
さ
ん
の

団
地
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
昭
和
3
5年
か
ら
4
0年
の
5
年

間
の
間
に
、
区
の
人
口
は
約
1
0万

人
も
増
え
ま
し
た
。
当
時
の
暮
ら

し
を
忠
実
に
再
現
し
た
住
宅
の
中

で
、
多
く
の
方
に
昭
和
の
心
を
感

じ
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

問
先
=

郷
土
博
物
館
　

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

▲ 当時の建て方で、細部まで忠
実に再現

ビ ジ ネ ス 勸 庭
場所= あだち産業センター　問先= 区・創業支援係( あだち産業センター
内) 〒120- 0034 千住1- 5- 7 　3870- 8400　　　　　

FAX3870- 8851
メールki gyo- shi en@ci t y. adachi . t okyo. j p

□ 消費者から選ばれる企業に成長す
るためのコツ
日時=3月13日（金）、午後2時～4時
30分 対象= 中小企業経営者または
営業担当者 内容= 地域に根ざし選
ばれる企業になるために、CI ( 企
業などの特徴などを整理し、表現し
たもの) 戦略から始める事業戦略
講師= 黒塚裕三氏( ㈱ケーネット代
表取締役) 定員=20 人( 2 月26 日
から先着順) 申 込= 電話 申先=
産業 情報室( あだち産業 センタ ー
内) 　3870- 1221
□ 自分を魅せる! 起業講座( 2 日
制)
日時=3月14日(土)・28日(土）、午前10
時～午後5時対象=あえて起業を
考えている方 内容= 自分の経験な
どを活かし、自己雇用の観点から起
業した、先輩起業家の体験談や起業
の始め方 講師= 平村一紀氏( 中小
企業診断士) 定員=20 人( 2 月26
日から先着順) 費用=1, 000 円( 受
講料) 申込= ハガキ・フ ァクス 。E
メールで住所、氏名、電話・ファ

クス番号、E メールアドレス、起業
の有無・動機、起業予定業種、「魅
せる起業」を連絡 申先= 創業支援
係( あだち産業センタ ー内)
□ 経営者のための資金調達入門セミ
ナー
日時=3月17日（火）、午後2時～4時
30分 対象= 中小企業経営者または

経理担当者 内容= 基本的な資金調
達の考え方/ 金融機関への説明のポ
イント/ 少人数私募債などの資金調
達方法 講師= 五十嵐勉氏( ㈱五十
嵐コンサルティングオフィス代表取
締役) 定員=30 人( 2 月26日から
先着順) 申込= ハガキ・ファクス・E
メールで会社名、所在地、業種、

従業員数、電話・ファクス番号、E
メールアドレス、参加者氏名・役職、
「資金調達入門セミナー」を連絡
申先= 創業支援係( あだち産業セン
ター内)
□ 小さく始めて大きく育てる起業講
座
日時=3月18日（水）、午後7時～9時
対象= リスクの小さい起業を考えて
いる方 内容= できるだけお金をか
けないで始めるユニークな起業の知
恵 講師= 金子哲雄氏( 丸の内コン
サルティングネットワークス株式会
社代表) 定員=20 人( 2 月26日か
ら先着順) 申込= ハガキ・フ ァク
ス・E メールで住所、氏名、電話・
ファクス番号、E メールアドレス、
起業の有無・動機、起業予定業種、
「小さく起業」を連絡 申先= ビジ
ネスクリエイション株式会社事務局
〒151- 0053 渋谷区代々木2- 1- 1
新宿マ インズタワ ー18階PBC　(
区委託業者) FAX584- 1782　　　　　

メールi nf o@b- creat i on. co. j p
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区

上
記
マ
ー
ク
が
あ

る
申
し
込
み
は
、

右
の
例
を
参
照

【郵送申し込み記入例】

切
手〒120- 8510

足立区役所

○ ○ 係

( ○ ○ は申し込み係名など)

区のホ ー ムペ ージ アドレ スは
ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

凡

例

申込…申し込み方法
期限…申込期限
場・申・問先…場所・申込先・問い
合わせ先
HP…ホームページアドレス
… E メールアドレス

※ 費用の記載がないものは無料

催
し
物
は
、
9
面
か
ら
の

続
き
で
す

催

し

物

春
花
品
評
展
示
会

□
展
示
会

日
時
=
3
月
4
日
（
水）、
午
後
1
時

～
5
時
/
5
日
田
、
午
前
8
時
3
0

分
～
正
午

場
所
=
区
役
所
1
階

区
民
ロ
ビ
ー

内
容
=
区
内
の
花

き
農
家
が
栽
培
し
た
フ
リ
ー
ジ
ア

や
キ
ン
セ
ン
カ
、
ユ
キ
ヤ
ナ
ギ
な

ど
の
展
示

□
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
販
売

日
時
=
3
月
5
日
（
木）、
午
後
2
時
3
0

分
開
始

場
所
=
区
役
所
正
面

広
場

内
容
=
展
示
品
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
販
売

※
1
人
1
点
の

み
。
整
理
券
を
当
日
午
前
1
1時
か

ら
区
役
所
1
階
区
民
ロ
ビ
ー
で
配

布
(
先
着
1
0
0
人
程
度
。
出
品
数
に

よ
っ
て
変
更
あ
り
)

い
ず
れ
も

問
先
=
農
業
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6
6

あ
だ
ち
再
生
館
「
春

の
施
設
見
学
会
」

日
時
=
3
月
2
6日
（木
）、午
前
8
時

4
0分
～
午
後
4
時

集
合
場
所
=

区
役
所
南
側
駐
車
場

見
学
場
所
=

船
の
科
学
館
(
品
川
区
東
八
潮
3
-
1
)
/

皇
居
東
御
苑
(
千
代

田
区
千
代
田
1
-
1
)

対
象
=

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
小
学

生
以
上
で
、
1
時
間
3
0分
以
上
の

徒
歩
見
学
が
可
能
な
方

※
小
学

生
は
保
護
者
同
伴

内
容
=
江
戸

城
の
濠
と
緑
、
市
民
を
支
え
た
舟

と
水
に
触
れ
る
な
ど
、
歴
史
か
ら

エ
コ
を
学
ぶ

定
員
=
8
0人
(
抽

選
)

費
用
=
千
2
0
0円(
小
・
中

学
生
は
8
0
0円)

※
昼
食
代

申

込
=
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名

(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
年
齢
、
電
話
番

号
、「
施
設
見
学
会
」
を
明
記
し
、

郵
送

期
限
=
3
月
6
日
（
金
）必
着

申
・
問
先
=
あ
だ
ち
再
生
館
(
月

曜
日
、
祝
日
は
休
館
)

〒
1
2
0
‐
0
0
1
1

中
央
本
町
2
-
9
-
1

(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

フ
リ
ー
ス
テ
ー
ジ
出

演
者
募
集

フ
リ
ー
ス
テ
ー
ジ
(
1
2月
1
2

日
・
1
3日
に
開
催
予
定
)
と
は
、

演
劇
・
楽
器
演
奏
・
ダ
ン
ス
な
ど

様
々
な
演
目
で
構
成
さ
祖
る
舞
台

で
す
。出
演
希
望
者
は
、参
加
者

説
明
会
に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

説
明
会
日
時
=
3
月
3
日
（火）、
午

後
7
時
開
始

場
所
=
竹
の
塚
地

域
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象
=
月
1

回
程
度
の
実
行
委
員
会
(
3
月
か

ら
1
1月
の
毎
月
第
4
火
曜
日
を
予

定
)
に
参
加
で
き
る
方

※
合
同

舞
台
の
練
習
は
毎
週
日
曜
日

内

容
=
▽
構
成
舞
台
…
団
体
ま
た
は

個
人
が
日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を

披
露

▽
合
同
舞
台
…
実
行
委
員

会
で
作
る
芝
居
に
参
加

※
演
目

や
役
割
は
実
行
委
員
会
で
決
定

申
込
=
電
話

※
説
明
会
当
日
の

申
し
込
み
も
可

問
先
=
フ
リ
ー

ス
テ
ー
ジ
実
行
委
員
会
事
務
局

(
文
化
支
援
係
内
)

(
3
8
8
0
)
5
9
8
6

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
催
し

□
新
番
組

期
間
=
3
月
7
日
～
5
月
3
1日
の

土
・
日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び
春
休

み
期
間
中
の
平
日

内
容
等
=
▽

「
宇
宙
へ
よ
う
こ
そ
!

天
文
台

つ
て
ど
ん
な
と
こ
?
」
:
午
前
1
1

時
/
午
後
2
時
1
5分

▽
「
一
緒

に
観
る
星
空

パ
パ
と
ボ
ク
の
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
」
：
午
後
1
時
/
3

時
3
0分
(
春
休
み
期
間
中
の
平

日
は
午
後
1
時
の
み
)

申
込
=

当
日
午
前
9
時
か
ら
発
売
す
る
チ

ケ
ッ
ト
を
購
入

□
星
空
観
望
会
「
土
星
と
月
を
見

よ
う
!
」

日
時
=
3
月
7
日
（
土）、
午
後
6
時
3
0

分
～
8
時

対
象
=
小
学
生
以

上
の
方

※
中
学
生
以
下
は
保
護

者
同
伴

内
容
=
星
空
観
望
と
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
の
星
の
話

※

星
空
観
望
は
、
雨
天
・
曇
天
の
場

合
中
止

定
員
=
7
0人
(
2
月
2
6

日
か
ら
先
着
順
)

申
込
=
電
話

ま
た
は
窓
口

□
3
月
の
星
空
C
D
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
等
=
▽
1
4日
…
ス
ピ
ッ
ツ

▽
2
1
日
…
童
謡
・
四
季
の
歌

「
春
」
▽
2
8日
：
松
山
千
春

※
い
ず
れ
も
土
曜
日
、
午
後
6
時

開
演

内
容
=
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

の
星
空
の
下
で
C
D
に
よ
る
音
楽

鑑
賞

申
込
=
当
日
午
前
9
時
か

ら
発
売
す
る
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
。

中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

□
3
月
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
ク
ラ

ブ日
時
=
8
日
（日
）、
午
前
1
0時
～
1
0

時
2
5分

※
午
前
9
時
3
0分
か
ら

受
け
付
け

内
容
=
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
で
土
星
の
話
を
聞
く

定
員
=
2
0
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
不

要

※
当
日
直
接
会
場
ヘ

ー

い
ず
れ
も
ー

費
用
=
2
0
0円(
小
・
中
学
生
は
1
0
0

円
)

※
未
就
学
児
の
座
席
使
用

は
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
。
1
4日
、
2
1

日
は
区
民
無
料
。
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
ク
ラ
ブ
は
無
料

場
・
申
・
問

先
=
こ
ど
も
科
学
館
(
ギ
ャ
ラ
ク

シ
テ
ィ
内
)(

5
2
4
2
)
8
1
6
1

楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
ギ

ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

□
お
は
な
し
会

日
時
=
3
月
1
4日
（土
）・
2
1日
（土
）、

午
前
1
1時
～
1
1時
3
0分

内
容
=

絵
本
の
読
み
語
り
や
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー

□
ゆ
め
広
場

日
時
等
=
▽
3
月
1
4日
（土
）：
牛
乳

パ
ッ
ク
で
作
る
六
面
体
パ
ズ
ル

▽
3
月
2
1日
（
土
）
:館
内
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー

※
い
ず
れ
も
午
後
2
時

～
4
時
。
入
退
場
自
由

い
ず
れ
も

場
所
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー
(
ギ
ャ

ラ
ク
シ
テ
ィ
内
)
対
象
=
中
学

生
以
下
の
方

※
小
学
3
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴

申
込
=
不
要

糸
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
青

少
年
セ
ン
タ
ー
管
理
調
整
係

(
5
2
4
2
)
8
1
6
2

パ
ソ
コ
ン
資
格
講
座

日
時
等
=
表
1

場
所
=
I
T
支

援
室
(
あ
だ
ち
産
業
セ
ン
タ
ー

内
)

対
象
=
I
T

技
能
を
高
め

た
い
方

定
員
=
各
1
5人
(
2
月
2
6

日
か
ら
先
着
順
)

申
込
=
電

話

申
・
問
先
=
ラ
ン
デ
ィ
ツ
ク

㈱
I
T

事
業
部
(
区
協
働
事
業

者
)

(
6
8
0
2
)
7
8
2
9

問
先
=
区
・
創
業
支
援
係
(
あ
だ

ち
産
業
セ
ン
タ
ー
内
)

(
3
8
7
0
)
8
4
0
0

表1　 パソコン講座日時等

東京藝術六学連携イベント
□ シリーズ研究と創作( 無声映画の音楽)
日時=3月15日(日)、午後3時～5時対象=区内在
住・在勤・在学の小学生以上の方 内容= 無声映画
と音楽をテ ーマにした講義とコンサート 定員=120
人( 3 月2 日から先着順) 申込= 電話

□ おとあそび♪ 親子コンサート
日時=3月20日（祝）、午後1時30分～2時30分/午後
4時～5時対象=区内在住の小学3年生以下の子
どもとその家族 内容= 本格的な演奏や、親子で参
加して楽しめる演奏会 定員=120 人( 抽選) 申込=
申込書をファクスまたは郵送 ※ 申込書は区立図

書館、生涯学習センター、地域学習センター、東京藝
術大学千住キャンパスで配布するほか、区のホーム
ページからもダウンロード可 期限=3 月5 日（木）必着　

― いずれも 一
場所=東京藝術大学千住キャンパス申・問先=東
京藝術大学アートリエゾンセンター(受付時間は午
前10時30分～午後5時)〒120- 0034千住1- 25-
1 　050- 5525- 2744　　　　　　　　

FAX050- 5525- 2766
問先= 区・文化振興担当 　3880- 5730

あ
だ
ち
の

ま
ち
づ
く
り

～
公
共
住
宅
と
ま
ち
づ
く
り
～

区
内
に
は
、
都
営
住
宅
や
U
R

賃
貸
住
宅
、東
京
都
住
宅
供
給
公

社
の
住
宅
な
ど
、
約
4
万
9
千
戸

の
公
共
住
宅
が
あ
り
ま
す
。こ
れ

ら
の
公
共
住
宅
の
う
ち
、約
5
割

が
昭
和
4
5年
以
前
に
建
て
ら
れ
た

も
の
で
、
次
第
に
老
朽
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。そ
の
た
め
、現
在
、

昭
和
3
0年
代
に
建
て
ら
れ
た
住
宅

の
建
て
替
え
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

建
て
替
え
に
よ
り
、
室
内
の
段

差
が
解
消
さ
れ
た
り
、団
地
の
入

り
囗
に
ス
ロ
ー
プ
が
設
け
ら
れ
た

り
す
る
な
ど
、
安
全
で
快
適
な
も

の
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
建
て
替

え
の
際
、
2
棟
の
低
い
建
物
を
1

棟
の
高
い
建
物
に
す
る
こ
と
な
ど

で
、
広
い
土
地
が
生
み
出
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
生
み
出
さ
れ

た
土
地
は
、
道
路
や
公
園
な
ど
が

作
ら
れ
る
ほ
か
、
地
域
の
要
望
を

踏
ま
え
た
公
共
施
設
の
整
備
な

ど
、
適
切
な
使
い
方
を
都
や
都
市

再
生
機
構
と
共
に
検
討
し
て
い
ま

す
。検

討
の
結
果
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
(
定
員
1
5
0床)
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
が
作
ら
れ
、
地
域

の
高
齢
者
の
生
活
の
拠
点
と
な
っ

た
地
域
も
あ
り
ま
す
。
都
営
住
宅

で
あ
っ
た
土
地
に
、
広
く
区
民
の

方
々
が
利
用
で
き
る
施
設
が
建
て

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
建
て
替
え
の
際

に
、
公
共
住
宅
の
土
地
を
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
そ
う
と
す
る

試
み
が
区
内
の
各
所
で
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
区
は
、
地
域
の
ま
ち
づ

く
り
の
核
と
し
て
公
共
住
宅
の
再

整
備
を
進
め
、
よ
り
便
利
で
住
み

や
す
い
ま
ち
に
し
て
い
き
ま
す
。

問
先
=
都
市
計
画
課
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
9
3
2

区

上
記
マ
ー
ク
が
あ
る
申
し
込
み
は
、
1
0面
右
上
の
記
入
例
参
照
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輝けあだち人

足立区華道茶道協会

水野宗柳さん
「ゆったり季節を感じて

穏やかに過ごしましょう」

問い合わせ先= 広報係 　3880- 5815

も
う
す
ぐ
桃
の
節
句
。
日
本
に

は
四
季
折
々
の
行
事
が
あ
り
、
日

本
の
伝
統
文
化
は
そ
の
移
り
ゆ
く

季
節
の
美
し
さ
の
中
で
豊
か
に
育

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
伝
統

文
化
を
子
ど
も
た
ち
に
継
承
し
、

歴
史
や
文
化
を
深
く
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
区
で
は
「
伝
統
文
化
子

ど
も
教
室
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
取
り
組
み
に
協
カ
し
て
も
ら

っ
た
足
立
区
華
道
茶
道
協
会
の
水

野
宗
柳
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し

た
。

□
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
大
切

に
す
る
「
心
」
の
文
化

日
本
の
よ
き
伝
統
文
化
の
一
つ

で
あ
る
茶
道
を
次
世
代
に
も
伝
え

て
い
き
た
い
と
、
区
内
で
約
4
0年

間
に
渡
り
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま

で
幅
広
く
教
え
て
い
る
水
野
さ

ん
。「
茶
道
は
、
単
に
お
点
前
(
お

茶
の
入
れ
方
な
ど
)
や
所
作
(
立

ち
居
振
る
舞
い
)
を
習
い
、
暗
記

す
る
こ
と
だ
け
の
も
の
で
は
な
い

の
で
す
。
他
人
に
対
す
る
思
い
や

り
の
心
や
礼
儀
作
法
も
合
わ
せ
て

学
ぶ
も
の
な
の
で
す
よ
」
。
お
茶

を
飲
む
際
に
必
ず
日
に
す
る
「
お

先
に
」
や
「
ど
う
ぞ
」
と
い
っ
た

声
掛
け
は
、
挨
拶
と
い
っ
た
他
人

を
思
い
や
る
気
持
ち
を
忘
れ
か
け

て
い
る
現
代
の
人
に
、
そ
の
大
切

さ
を
取
り
戻
す
き
っ
か
け
に
も
な

る
そ
う
で
す
。

□
魅
力
は
「
ゆ
っ
た
り
」
季
節
を

感
じ
る
時
間

小
学
校
に
入
る
前
か
ら
茶
道
に

慣
れ
親
し
ん
で
き
た
と
い
う
水
野

さ
ん
。
茶
道
の
魅
カ
は
何
か
と
聞

く
と
、「
せ
か
せ
か
し
た
日
常
か

ら
離
れ
、
ゆ
っ
た
り
と
気
持
ち
を

落
ち
着
か
せ
、
そ
の
時
々
の
茶
器

や
花
、
和
菓
子
な
ど
で
季
節
を
感

じ
ら
れ
る
こ
と
で
す
ね
。
ま
た
茶

道
を
通
し
て
、
日
本
の
『
も
の
』

や
『
言
葉
』
の
美
し
さ
を
感
じ
ら

れ
る
こ
と
に
も
魅
カ
を
感
じ
ま

す
」
と
穏
や
か
な
笑
顔
で
答
え
て

く
れ
ま
し
た
。

水
野
さ
ん
の
茶
道
教
室
に
通
う

方
々
も
「
昔
よ
り
四
季
の
移
り
変

わ
り
に
敏
感
に
な
り
ま
し
た
」
と

日
を
そ
ろ
え
て
い
い
ま
す
。

□
日
常
生
活
で
見
失
い
か
け
て
い

る
も
の
を
気
付
か
せ
て
く
れ
る

水
野
さ
ん
か
ら
茶
道
を
教
わ
っ

た
こ
と
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
か
ら

は
、「
茶
道
の
背
景
に
あ
る
昔
の

歴
史
や
伝
統
行
事
の
由
来
な
ど
も

知
る
こ
と
が
で
き
て
お
も
し
ろ
か

っ
た
」「
茶
道
は
、
お
茶
を
飲
む
だ

け
だ
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
日

ご
ろ
の
生
活
で
の
挨
拶
の
大
切
さ

な
ど
を
学
べ
て
良
か
っ
た
」
と
い

う
感
想
が
手
紙
で
送
ら
れ
て
く
る

そ
う
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
も
日

本
の
文
化
の
み
な
ら
ず
、
日
常
の

礼
儀
作
法
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
で
す
。

最
後
に
水
野
さ
ん
は
、「
現
代

の
社
会
で
は
、
ス
ピ
ー
ド
を
要
求

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
も
っ
と
時
間
や
心
に
余
裕
を

持
っ
て
過
ご
す
こ
と
も
大
切
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
茶
道
に

限
ら
ず
、
先
人
が
守
っ
て
き
た
伝

統
文
化
に
は
、
現
代
に
も
学
ぶ
べ

き
要
素
が
多
く
詰
ま
っ
て
い
る
ん

で
す
よ
」
と
し
み
じ
み
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

伝
統
文
化
と
聞
く
と
難
し
い
こ

と
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
実
際
は

日
常
生
活
に
大
切
な
礼
儀
な
ど
、

現
代
で
も
生
か
せ
る
も
の
が
学
べ

ま
す
。
ぜ
ひ
古
き
良
き
伝
統
文
化

に
日
を
向
け
て
、
ご
家
族
そ
ろ
っ

て
新
し
い
発
見
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

お
茶
つ
ぼ
の
扱
い
に
も
伝
統
的

な
作
法
が
あ
り
ま
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
小
学
校
で
も

茶
道
を
教
え
て
い
る
水
野
さ
ん

▲ 季節に合わせて、茶
器や和菓子を用意
します

も

っ
と

身

近

に
!

区
政
Q
&
A

「
カ
ラ
ス
に
困
っ
て

い
ま
せ
ん
か
?
」

カ
ラ
ス
に
ご
み
を
荒
ら
さ
れ

る
、
威
嚇
さ
れ
る
な
ど
、
困
っ
た

こ
と
や
怖
い
思
い
を
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
今
回
は
、
カ
ラ

ス
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
の
方
法
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

カ
ラ
ス
が
毎
日
ご
み
を
あ
さ

回

っ
て
困
り
ま
す
。

カ
ラ
ス
は
雑
食
の
上
、
脂
肪

の

多
い
肉
な
ど
が
大
好
物
の

た
め
、
人
間
が
捨
て
た
ご
み
を
あ

さ
り
ま
す
。
ま
た
、
カ
ラ
ス
は
視

覚
で
エ
サ
を
探
す
の
で
、
ご
み
を

荒
ら
さ
れ
な
い
た
め
に
は
、
次
の

よ
う
な
対
策
が
効
果
的
で
す
。

▽
ご
み
は
中
身
が
見
え
な
い
ふ
た

付
き
の
容
器
に
入
れ
、
ふ
た
を

し
っ
か
り
閉
め
て
出
す

▽
ご
み
袋
の
み
で
出
す
場
合
は
、

カ
ラ
ス
が
つ
つ
け
な
い
よ
う
に

防
鳥
ネ
ッ
ト
で
し
っ
か
り
覆
う

※
防
鳥
ネ
ッ
ト
は
、
管
轄
の
清

掃
事
務
所
で
、
責
任
を
持
っ
て

管
理
で
き
る
方
に
無
料
で
貸
し

出
し

な
お
、
カ
ラ
ス
に
エ
サ
を
与
え

る
と
、
人
間
に
慣
れ
て
し
ま
う
だ

け
で
な
く
、
栄
養
状
態
を
良
く

し
、
繁
殖
率
の
増
加
に
も
つ
な
が

る
の
で
や
め
て
く
だ
さ
い
。

毎
年
、
近
所
で
カ
ラ
ス
が
巣

回

を
作
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ど
う
し
た
ら
良
い
で
す
か
?

現
在
カ
ラ
ス
が
い
な
い
古
い

巣

は
、
新
し
い
巣
の
材
料
に

な
る
の
で
、
見
つ
け
た
ら
取
り
除

い
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
都
内
で

は
、
針
金
ハ
ン
ガ
ー
が
カ
ラ
ス
の

巣
の
材
料
の
大
部
分
を
占
め
て
い

ま
す
。
洗
濯
物
を
干
し
終
わ
っ
た

後
、
ハ
ン
ガ
ー
を
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
カ
ラ
ス
に
持
ち
去
ら

れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
の

で
、
洗
濯
物
と
一
緒
に
屋
内
に
取

り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

さ
ら
に
、
カ
ラ
ス
は
枝
葉
の
茂

っ
た
大
き
な
樹
木
な
ど
に
好
ん
で

巣
を
作
り
ま
す
。
枝
を
せ
ん
定
し

巣
を
作
り
に
く
く
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
3
月
か
ら
7
月
ご
ろ
は

繁
殖
期
の
た
め
、
親
カ
ラ
ス
は
卵

や
ヒ
ナ
を
守
る
た
め
に
神
経
質
に

な
り
ま
す
。
巣
を
見
つ
け
た
場
合

は
、
な
る
べ
く
近
付
か
な
い
よ
う

に
し
、
威
嚇
や
攻
撃
を
受
け
る
な

ど
の
危
険
を
感
じ
た
場
合
は
、
自

然
再
生
担
当
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い

。
問
い
合
わ
せ
先
=
▽
こ
の

記
事
:
自
然
再
生
担
当

(
3
8
8
0
)
5
0
2
6

▽
防
鳥
ネ
ッ
ト
の
申
し
込
み
・
:足

立
東
清
掃
事
務
所
(
千
住
地
区
お

よ
び
国
道
4
号
線
か
ら
東
側
)

(
3
8
8
9
)
0
7
1
1

足
立
西
清
掃
事
務
所
(
千
住
地
区

を
除
く
国
道
4
号
線
か
ら
西
側
)
　

(
3
8
5
3
)
2
1
4
1

防鳥ネットで
ガラスもお手上げ! !

針金ハンガーをしま

って巣作りを防止! !

この下は広告スペースです。内容については各広告主にお問い合わせください。広告掲載のお問い合わせは、広報課へ 　3880- 5815

広報番組
情報キャッチ! !

好きです。あ だ ち
放送日時=2月23日( 月) ～3月1日( 日) 、午前9時/午後O時30分/午後6時(土・日曜日は午後9時30分)
内容= あだち歴史さんぽ第4 弾! 今回は神明・六木・佐野地域
※ 区のホームページでは、様々な動画がご覧になれます。 問い合わせ先= 広報係 　3880- 5815

区 公 式HP で 検 索 し て ね

情報キャッチ
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皆
さ
ん
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
応
援
し
ま
す

入
居
者

新
規
募
集
!

創
業
支
援
施
設

区
で
は
、長
引
く
不
況
の
中
に
あ
っ
て
も
、
創
業
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
方
を
支
援
す
る
た
め
、
創
業
支
援
施
設
を
運
営
し
て
い

ま
す
。
施
設
で
は
、創
業
を
予
定
し
て
い
る
方
、ま
た
は
創
業
後

間
も
な
い
方
を
力
強
く
応
援
し
て
い
ま
す
。
創
業
支
援
施
設
を

利
用
し
て
、
区
内
で
創
業
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
せ
ん
か
。

施
設
概
要

□
創
業
支
援
施
設
の
メ
リ
ッ
ト

創
業
に
必
要
な
オ
フ
ィ
ス
を
手

軽
な
費
用
で
利
用
で
き
る
と
共

に
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
(
創
業
支
援
者
)
に

よ
る
経
営
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

ら
れ
ま
す
。

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は
、
創
業
の
た
め
の
知
識

や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
事
業
計
画
作
り
や
P
R

方
法
な
ど
、
問
題
解
決
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。中
小
企
業
診

断
士
や
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

な
ど
の
資
格
を
持
っ
た
2
人
の
専

門
員
が
、週
I
回
、
無
料
で
入
居

者
の
相
談
に
乗
り
ま
す
。

□
所
在
地
等
(
図
1
)

▽
千
住
仲
町
創
業
支
援
館
「
は
は

た
き
」：
千
住
仲
町
2
4
-
2

▽
千
住
一
丁
目
創
業
支
援
館
「
か

が
や
き
」：
千
住
1
-
4
-
1

東

京
芸
術
セ
ン
タ
ー
1
1階

今
回
募
集
す
る
部
屋
は
表
1
・
2

の
と
お
り
で
す

□
募
集
対
象

次
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
法

人
ま
た
は
個
人
(
N
P
O

法
人
は

対
象
外
)
…
2
1年
5
月
1
日
現

在
、
創
業
予
定
ま
た
は
創
業
3
年

未
満
/
入
居
期
間
終
了
後
、
引
き

続
き
区
内
で
事
業
を
営
む
意
思
が

あ
る
/
税
金
を
滞
納
し
て
い
な
い

/
法
人
の
場
合
、本
社
事
務
所
と

し
て
利
用
す
る
(
店
舗
・
教
室
な

ど
と
し
て
の
利
用
不
可
)

※
く

わ
し
く
は
「
募
集
要
項
」
を
参
照

□
入
居
期
間

入
居
日
か
ら
2
年
間
で
す
。

※
審
査
に
よ
り
1
年
間
の
延
長
可

□
申
し
込
み
方
法

「
利
用
申
請
書
」
を
創
業
支
援

係
に
持
参
ま
た
は
郵
送

□
入
居
審
査

創
業
支
援
施
設
入
居
者
選
考
委

員
会
に
よ
る
書
類
審
査
後
、
面
接

審
査
を
行
い
ま
す
。
※
面
接
審

査
は
4
月
5
日
(日
)
(予
定
)

い
ず
れ
も

く
わ
し
く
は
問
い
合
わ
せ
る
か

区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
※
「
募
集
要
項
」「
利
用

申
請
書
」
は
、
創
業
支
援
係
で
配

布
す
る
ほ
か
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

施
設
見
学
会
&

公
開
セ
ミ
ナ
ー

日
時
等
=
3
月
5
日
(木
)
▽
午
後
7

時
：
公
開
セ
ミ
ナ
ー
「
実
践

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
伝

授
」
(
溝
井
伸
彰
氏
)

▽
午
後
8

時
：
施
設
見
学
会

場
所
=
千
住

仲
町
創
業
支
援
館
「
は
は
た
き
」

定
員
=
2
0入
(
2
月
2
6日
か
ら
先

着
順
)

費
用
=
無
料

申
し
込

み
方
法
=
電
話

表1　 千住仲町創業支援館「はばたき」募集内容等

表2　 千住一丁目創業支援館「かがやき」募集内容等

※ 使用料・共益費は月額
※ 入居予定日はすべて5 月1 日(金)

申
し
込
み
は
、

3
月
2
3日
(月)

必
着

で
す

▲ 創業支援施設マスコットキ
ャラクター「はぐくみん」

図1　 千住一丁目創業支援館「かがやき」・千
住仲町創業支援館「はばたき」所在地

申し込み・お問い合わせは,

創業支援係( あだち産業センター内) へ

〒120- 0034 千住1- 5- 7

3870- 8400

区 のホームペ ージ アドレ ス

ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

入

居

者

の

声

㈲
ペ
ス
ト
ス
キ
ー
ム
代
表
取
締
役

石
鍋
直
樹
氏

3
年
間
「
は
は
た
き
」
に
入
居

し
ま
し
た
。
起
業
し
て
間
も
な
か

っ
た
自
分
に
と
っ
て
は
、
定
期
的

に
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
面
談
す
る
こ
と
で
、
経

営
者
と
し
て
の
基
礎
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
、と
て
も
助
か
り
ま
し

た
。
ま
た
、「
会
社
と
は
何
な
の

か
。
夢
に
向
か
っ
て
ど
の
よ
う
に

進
め
ば
よ
り
良
い
の
か
」
な
ど
、

今
後
の
方
向
性
も
語
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。こ
こ
で
は
、イ
ン
キ

ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な

ど
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ

る
環
境
が
あ
る
の
で
、安
心
し
て

創
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た

上
、
経
営
の
安
定
化
も
図
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
起
業
を
予
定
し

て
い
る
方
に
は
入
居
を
お
勧
め
し

ま
す
。

▲ 順風満帆に仕事
が進んでいると
いう石鍋さん

創業を支える縁の下の力持ち
～インキュベーションマネージャーから一言～

創業 者の立場 に立 って、マ ーケテ ィン
グや営業 手法、 顧客 に喜ば れる ため の事
業 作り をお手伝 いし てい ま す。 専門 的な
ノウ ハウから段 階 に応じ た経営 戦略 まで

幅広く支 援し ます。( 溝井 伸 彰氏)

熱
意
を
持
っ
て
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す

創業者として自分
の想いを実現するた
めには、一人より二
人、二人より三人の
知恵を活用すること
が大切です。どんな
小さな問題でも気軽
に相談できるよう、
日ごろからのコミュ
ニケーションを大切
にしています。一緒
にあなたの夢を形に
していきましょう。

(半谷正明氏)

▲ 左から溝井伸彰
氏、半谷正明氏

この下は広告スペースです。内容については各広告主にお問い合わせください。広告掲載のお問い合わせは、広報課へ 　3880- 5815

世帯と人口 21年2 月1 日現在( 外国人含む)　 世帯数: 311, 771　 人口: 658, 993 人( 男: 331, 925 人, 女: 327, 068 人)
再生紙を使用

S. A. H　304, 360


